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NA Way マガジン では、読者のみなさんが

参加されるのをお待ちしている。この年に４

回発行される定期刊行物によって、ぜひ、

世界中の仲間たちと分かち合いをしていた

だきたい。回復するなかでの経験はもちろ

んのこと、NAのさまざまなことに関する意見

や、これからの課題などについても投稿を

お待ちしている。ただし、投稿された原稿は

どれもみな、ナルコティクス アノニマス ワー

ルド サービス社に所有権があるものとされ

る。購読の予約、編集に対する意見のほ

か、著作権など実務的なことでの相談は、

PO BOX 9999, Van Nuys, CA 91409-9099 に

お問い合わせください。 

 NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞ

れに自分で経験したことや自分なりの意見

を紹介する雑誌である。ここにはNA全体の

意見は表明されていない。そしてもちろん、

ナルコティクス アノニマス、NA Way マガジン

またはナルコティクス アノニマス ワールド

サービス社によって支持されていると受け

取れるような記事も掲載されてはいない。ま

た、インターネットからNA Way マガジンを配

信することを希望する場合には、上記のアド

レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにe

メールをいただきたい。 

 NA Way マガジン（The NA Way Magazine： 

ISSN 1046-5421）、NA Way（The NA Way）、ナ

ル コ テ ィ ク ス  ア ノ ニ マ ス（Narcotics 

Anonymous）、この３つは、ナルコティクス ア

ノニマス ワールドサービス社のトレードマー

クとして商標登録されている。NA Way マガ
ジン は、ナルコティクス アノニマス ワールド

サ ー ビ ス 社（19737  Nordhoff  Place, 

Chatsworth, CA 91311）によって、年に４回発

行される。 

編集者から、ひとこと 

 先月号では「家に帰るということ」が話題になり、まさにホームがあってこそ、私

たちは回復するのだと思わされた。旅行や引越しをしたり、近くの町やその辺まで

出かけたりと、どういうときでもNAを見つけるチャンスはそれこそいっぱいある。む

しろ、ミーティングを探そうとしていなくても、「回復のサイン」の方から知らせてくる

かもしれない。どこへ行こうと、NAのメッセージとスピリットは必ず私たちと共にあ

るからだ。今月号でそのような経験がいくつか分かち合われているのは、うれしい

ことだ。みなさんもどこかで回復のサインを目にしたら、知らせていただきたい。 

 さて、今月号には、こちらの作品募集（P.17）に応えて送られてきたコミックが載っ

ている。こうして仲間の作品をみんなで楽しめるのもまた、うれしいことだ。そして、

P.４にある引用句もそれぞれにユーモラスで味わいがある。これで笑いの筋肉を

ウォーミングアップさせるのもいいし、あるいはメモボードをにぎやかにするのもい

いだろう。 

 最後に今月号では、みなさんに「リビングクリーン」プロジェクトへの参加と、

www.@na.orgにある新しいツールの利用をうながしながら、サービスというものをい

くつかの側面からじっくり考えていただき、第13回 ワールド サービス カンファレン

スの開催をお知らせしていく。なにはともあれ、楽しんでいただきたい。 

ド・J （エディター） 

 

インターネット版のNA Way マガジン は、印刷されているものでは読めない内容の

特集記事がいくつか追加されたことによって、さらに充実したものになっている。イ

ンターネット版の予約手続きは、www.naway.org にて受付。 
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今月号の掲載記事 

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。掲載され

た記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げられている問題

についてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、エディター宛に送ってい

ただきたい。250字以内にまとまっていれば、そのまま編集の手を加えずに掲載さ

れることになっている。お便りには、本名、現在使われている住所および電話番号

を明記することをお忘れなく。掲載される場合には、アノニマスでという希望がない

かぎり、ファーストネームと苗字のイニシャルを署名として用いることになる。 

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメンバーがいることで存在する雑

誌であるため、英語、ペルシャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語

など、さまざまな言語で出版されている。そのような雑誌であるゆえの使命は、ひと

りひとりのメンバーに回復とサービスに関する情報を提供することであり、そこには

回復にまつわる喜びだけでなく、現在NAで問題となっていることや世界中のNAメン

バーのだれにとっても見過ごせないイベントなども取り上げている。編集スタッフは

このような使命に従い、世界中のメンバーが特集記事をはじめとするさまざまな記

事を書いて、自由に載せられる雑誌にしようとするのはもちろん、現在行われてい

るサービスやコンベンションに関する情報を提供することにも力を注いでいる。だ

が、これが定期的にメンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、「アディクトで

あっても、ドラッグを使うのをやめることはできるし、それによって使いたいという欲

求はなくなる。どのようなアディクトであろうと、新たに生きるすべがあるからだ」とい

うNAの回復のメッセージをたたえることにこそ力を注ぐ。 
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特集記事  

「神のお使い」をする 

トルネード（竜巻）・ジム 
 まったく、俺たちのようなアディクトが使わないでものごとを学ぶなんて、よくできるものだ。ク

リーンになって16年経ったころ、俺はアラバマ州のバーミンガムで仕事に就いた。緊急事態管

理局で査察官として働く仕事だ。職務は、竜巻によって損害を被った人々を訪ねることだった。

俺は情報を集め、報告書にまとめて提出していたのだが、その際にはまず、賠償額が災害に

遭った人々の人生を立て直しやすい額になるようにと心を砕いた。回復中のアディクトである俺

には、災難や災害というものがわかっていたからだ。ナルコティクス アノニマスにやってくるま

で、俺の人生はまったく災難もいいところだった。ハリケーンにならって竜巻にも名前がつくのな

ら、俺は「トルネード・ジム」と呼ばれてもおかしくはなかったろう。自分の人生だけでなく、いろん

な人の人生をメチャクチャにしたからだ。 

 これから話をする災害が発生するまでに、俺は１万件以上の査察をこなしていた。査察官とし

ては一人前とみられていた。そんなある日のこと。俺は次に行う査察の指示書をひとつひとつ

見直してみることにした。指示書のひとつには「慎重に扱うべき事例」と一目でわ

かるようにはっきり記されていた。つまり、死者が何名もいたということだ。

この時点でもう、ハイヤーパワーにすがるしかないのはわかっていた。

その査察指示書によれば、俺は72歳のおばあさんと面談すること

になっていたからだ。このおばあさんは夫と孫息子を失ったのだ。

そしてさらに、隣人を４人失ったと指示書に書かれていた。俺に

は心の準備が必要だった。そこでもう一度、祈りを唱えた。一度

祈ったくらいでは、十分とは思えなかったからだ。 

 そのおばあさんとの面会には、孫娘がつき添っていた。俺は

孫娘から説明を受けた。それによると、竜巻が襲うなかで、祖

父はリクライニング・チェアーを祖母の上に覆いかぶせると、孫

息子をかばって折り重なるように身を伏せたらしい。そうこうする

うちに、家は竜巻によって吹き飛ばされた。孫息子も祖父も外に

放り出され、木の大枝に突き刺さって亡くなったということだった。

「祖母は打ちのめされています。どうか、できるかぎり手厚く援助をし

ていただけないでしょうか」と孫娘は言った。俺は涙をこらえるのに苦労し

た。この一家の苦しみがわかったからだ。査察では、俺にできる精いっぱいの

ことをした。 

 面談している間、このおばあさんは口をつぐんだままだったので、孫娘が代わって話をした。

俺は、こちらからどのような援助が可能であるかを説明し、この一家にしてあげられることや提

供できる物を一覧表にした。それで面談は終了というところで、おばあさんが口を開いた。ちょっ

と頼みがあるのだが、お願いできるかと言うのだ。俺はもう心底このおばあさんの役に立ちたい

と思っていたので、「もちろんです」と答えた。すると、「あなたは、こんな年寄りでもハグしてくれ

るかしら」と言ったのだ。俺は晴れやかな気持ちになった。なにしろ、16年にもわたってNAでハ

グされてきたのだ。ハグは俺の天職だろう。まさにこの日、俺は神の存在を感じた。この瞬間、

おばあさんは緊急事態管理局から支給される賠償金のことなど気にも留めていなかった。そっ

とハグしてもらうこと以外、何も望んではいなかった。俺は、この日のことを絶対に忘れないだろ

う。自分を神のお使い（メッセンジャー）のように感じたからだ。俺の使命はハグすることだった。

ナルコティクス アノニマスによってすでに心の準備はできていたのだ。 
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一緒にいれば、 それだけで楽しいと いうこともある。 
スポンサーシップ 「スポンサーシップとは」 

スポンサーができたら、使

わなくても自分は笑いや楽

しみを取り戻せるのだとわ

かった。 

 
ベーシックテキスト, カミング

ホーム, 「リフレクション」 

私たちはおもいっき

り笑って、おもうぞ

んぶんに泣き、心ゆ

くまで回復をかみし

める。 
      

今日だけ 8月14日 

神の意志を行っていく

ためには、ユーモアの

センスというものが何

よりも重要なものにな

ることがある。                                 

NA ス
テップワーキングガイド、

ステップ11 

それなりの成長をとげた人た

ちはユーモアのセンスを失わ

ない…  

だから、みんなと一緒に笑う

ことはあっても、だれかを笑

い者にすることはない。                      

 
今日だけ 12月10日 
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 私はNAにつながりはしても、長居をするつもりはなかった。使わないで生きるなんて、自分にはできるわけがない

と思っていたからだ。でも、神の考えはちがっていた。それによって私は、使わないで生きるために必要なことを学

んだ。気をゆるめてはならないこと。NAのメッセージに耳を傾けること。奇跡が行われるのを見逃さないこと。そし

て、まだ苦しんでいるアディクトたちが助かるようにと願い続けることだ。そのよい例が、昨年（2009年）の９月にあっ

た。インディアナ州のグレイでスピーカー・ジャムが行われたときのことだ。私たちのところにも何人かのメンバーに

対してスピーカーの依頼があったため、参加者がみんなそろって中西部へと飛び立つことになった。もちろん、経験

と力と希望を分かち合うために行くのだけれど、シカゴに行くからには、それぞれにあそこもここもと見てみたいとこ

ろがあった。 

 グレイには、マイケル・ジャクソンの生まれ育った家がある。この家は、私ともうひとりの参加メンバーがどうしても

訪れたい場所だった。そこに行けるというので、二人ともわくわくしていた。同行の参加メンバーのなかにはこの考

えを好まない者もいたけれど、ひとりひとりの希望を尊重するということでみんなの意見が一致した。なにしろ私は、

マイケルの家に行くときにみんなで着られるようにと、おそろいのTシャツまで手配してあったのだ。そこで、私たち

は日程を組んだが、神には別の考えがあった。現地について初日のことだ。朝食をすませると、地元のメンバーが

口々に「マイケルの家はすぐそこだから、これからさっそく行ってみればいいじゃないか」と言うのだ。そうなると、お

そろいのTシャツが着られない。私はがっかりしたけど、みんなと一緒に出かけることにした。 

 マイケルの家がある一角までくると、私はその場に圧倒されてしまった。そのあたりでは人々がうろうろして写真を

撮り、物売りたちがCDやDVD、Tシャツをはじめ、さまざまなマイケルの記念グッズを売っていた。そういうなかで、

物売りのひとりが通りの向こうから私たちに声をかけてきた。「あんたのTシャツには何て書いてあるんだい？」。そ

のTシャツを着ていた仲間は「『ひとりじゃない』って書いてあるのさ」と言い、アディクトがNAで回復することと切り離

せない言葉だと説明した。物売りの男は立ち止まって数秒のあいだ私たちをまじまじと見つめてから、通りを渡って

やってくると「俺は、デイヴィッドだ」と言った。「10年クリーンでいたんだけど、そこでまた元に戻ってな、それから10

年使っていたんだ。でも、それも３日前までのことさ。今日で３日間クリーンでいるんだからな」。そして、女房も13年

クリーンでいたのに自分と一緒に元に戻ってしまい、長い間使わずにいられなかったが、やっと２日前にクリーンに

なったと話した。 

 その場には、愛と希望というNAのスピリットが息づいて

いた。私たちはみんなでこの男を抱きしめて自己紹介を

し、明日のスピーカー・ジャムにも誘い、一緒に何枚か写

真を撮った。そしてそれぞれ、自分たちがここに来た目的

について考えた。ここにある有名人の家を訪れるため

だったはずが、いざ来てみると、ひとりのアディクトに手を

差しのべてなにがしかの希望を分かち合っていた。ホー

ムを遠くあとにして、ミニバンに乗ったアディクトの一団が

あの一角の奥にある家を訪れるというのは、神のはから

いだったのだ。そうやって私たちは、NAのメッセージを分

かち合うことになっていた。たとえそこが行き止まりであろうと、

希望はあるからだ。 

 ミニバンが走り出しても、みんな黙りこくっていた。それぞれに

あの男の痛みが胸にこたえていたし、この一日が自分たちに

とってどういうものであったかがはっきりしてくることで、神妙な

気持ちにもなっていた。そして、私はそっと自分に言い聞かせ

た。「気をゆるめないで、NAのメッセージに耳を傾け、NAプ

ログラムのもたらす奇跡に目を凝らし、まだ苦しんでいるア

ディクトが助かることを願い続けよう・・・」 

 

      ローズ・G（アメリカ合衆国／カリフォルニア） 

分かち合い  

ひとりじゃない  
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二つのキータグが物語るもの  
カリフォルニアでの話 
 私はついこのあいだ、末の弟の用事で

生まれ故郷に行ってきた。弟は重度の脳

性麻痺で、生まれつき身体の自由がきか

ない。その健康状態が悪化してしまったの

で、ホスピスのサービスが受けられるよう

に手配しなければならなかった。言うまで

もなく、このような旅は気が重い。場合に

よっては心を鬼にして話し合わなければな

らないだろう。そうやって、この末の弟がも

う長くはないという現実に向き合うのは辛

いことだ 

 しかも、現地につくまでが大変だった。機

械系統の問題や天候による遅れが生じた

り、乗り継ぎ便を逃したりと、到着が予定よ

り10時間も遅れたのだ。これでもう、滞在

中にミーティングに出席する時間はないこ

とになった。それでも、なんとか娘の家に

着き、４人の孫から温かいもてなしを受け

て元気を取り戻した。 

 弟には、帰る日の朝に弟の行きつけのレ

ストランで会い、これからのことを説明する

ことができた。弟は、私の話を喜んで聞い

たわけではないにしろ、成り行きにまかせ

るという意志を示した。私たちは、弟の求

めるままに別れのキスを交わしたが、これ

ほどの思いで別れを惜しむことは長らくな

かった。 

 そして、帰路も長い道のりだった。飛行機

は雨のなか、ロスアンジェルス国際空港に

着陸した。ジトジト降る雨は、私の気分に

ぴったりであった。今回の帰省は、これま

ででももっとも過酷な週末旅行のひとつで

あったため、感情的にも身体的にも疲れ

きっていた。私は手荷物受け取りコンベ

ヤーのところに行き、スーツケースをひっく

り返して自分のものかどうか調べた。そこ

で、荷物に手を伸ばしたときのことだ。私

の驚きを想像してほしい。私はここ何年に

もわたって、白地にNAと書かれたキータグ

を荷物の識別札にしているのだが、そのタ

グに、ロスアンジェルスに到着するまでの

どこかで黒いキータグが付け加えられてい

たのだ。私は二つ重なったキータグを携帯

で写すと、「どこにでも仲間がいる」というタ

イトルを添えて、自分が利用しているソー

シャル・ネットワーキングのページに転送し

た。 

 次の日になって、ミズーリの仲間から知

らせが入った。昨夜のミーティングで、空

港の荷物係をしているメンバーが仕事中

に白いキータグのついた手荷物を目にし

たという話をしていたというのだ。旅の終

わりにスーツケースの持ち主がどんな反

応をするかと考えながら、自分のもってい

る黒いキータグのひとつを取りつけたいき

さつを詳しく話したらしい。２、３週間後に

は、この荷物係のメンバーと連絡がついた

ので、私は感謝の気持ちを伝えることがで

きた。このメンバーのおかげで、回復はつ

ねに手の届くところにあるということと、自

分はひとりではないということを思い出さ

せてもらえたのだ。 

ボブ（アメリカ合衆国／カリフォルニア）  

ミズーリでの話 
 それは明け方の４時近くのことだった。おれは空港勤務で、同僚に代わって

夜勤についていたんだが、 

まったくヤバい状態になっていた。友だちがひとり、死んじまったし・・・それも

あってこの１、２ヶ月荒れまくってた。そういう自分に嫌気がさしてすっかり落ち

込んでたんだ。 

 おれは、どでかいベルト・コンベヤーの方に向かって行った。そこには乗客全

員の手荷物が待機していた。その朝の便は満員だったので、コンベヤーはすし

詰め状態だった。おれはボスの横に立ってコンベヤーに載った荷物を振り分け

ていた（ボスはNAメンバーじゃないが、おれがメンバーだってことは知ってるん

だ）。すると、そこに、白いキータグのついたスーツケースがあるじゃないか。 

 「おいっ、おい、おい、ほら！ 見ろよ、こんなのがあったぞ！」。おれは思わ

ず、叫んでいた。そして名札を見ようと、そのスーツケースをコンベヤーから引

き出した。たぶん知ってる仲間のだれかだろうと思ったんだ。名札に書かれて

いたのは見覚えのない名前だったが、でも、そのスーツケースの行き着く先は

ロスアンジェルス国際空港だってことも、だれだかわからない仲間の名前はカ

リフォルニアのボブだってこともわかった。そこでおれはボスに言った。「おれの

タグをひとつ取ってくる。こいつの荷物にくっつけてやるんだ」。 

 「俺ならそんなことはしないな」とボスが言い返した。 

 だから言ってやったよ。「わかってるよ。あんたはやんないだろうさ。でも、お

れはやるんだ」ってね。 

「ロスアンジェルスについて、おれのタグがついているってわかったら、そいつ

はなんとも愉快な気分になるさ！」おれはスーツケースをコンベアーに戻し、

キータグを取りに駆け出した。それで、戻ってみると、スーツケースがないじゃ

ないか。やれやれ、ふりだしかよ、と探し始めたところで、「ほら、あそこだ、あそ

こ！ 一回りして戻ってきたぞ！」って叫んでるやつがいる。何だよ、ボスじゃな

いか。 

 自分の黒いキータグを取り付けながら、おれは思ったね。NAで回復しつつあ

る手荷物係は、おれだけじゃないだろうから、ロスアンジェルス国際空港で働い

ている仲間も、この二つのタグに目を留めるぞってさ。スーツケースをコンベ

ヤーに戻したときには、最高に幸せな気分になってた。あんなにヤバい状態

だったのにな。でも、あの白いキータグを目にしたことと、その持ち主がおれの

キータグを目にしたときの反応を想像することで、心が動かされたんだ。 

 その日、後になって、おれはそのいきさつをミーティングで話した。そしたら

ミーティングの後で、ひとりの仲間がこう言うんだ。自分の知り合いの女性が、

友人のソーシャル・ネットワーキングのページで例のスーツケースの写真を見

たってね。おれはコンピューターを持ってないんで、その女性の家に行き、例の

スーツケースにくっついた二つのキータグの写真を見せてもらったんだ。なん

と、その写真には、世界中の回復しつつあるアディクトたちのコメントが４０も

くっついてるじゃないか。おれはヤワな人間じゃないけど、あの写真を見つめた

まま、そこに突っ立って泣いてたよ。おれはさ、仲間をちょっと笑わせてやろうっ

て思ったんだけど、こんなに受けるとはね。まぁ、それはさておき、おれにもま

た友だちができた。そいつのことは「キータグ・ボブ」って呼んでるんだ。 

ロイド・L（アメリカ合衆国／ミズーリ） 
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変化の波  
私は、神も仏もないという思いでNAに

たどり着いた。だからこそ、神は助けて

やろうと思ったのか。それとも、自分の

方でも本当は神に助けてもらいたいと

思っていたのか。私にはわからなかっ

た。それでも「信じるようになる」ために

努力していると、他の仲間たちから信

じているかのように行動してみなさいと

言われた。私は天を仰いでは、「こんな

ことで信じられるようになるのだろうか」

と思ったものだ。 

 ある日の午後、海辺に座って信じる

ようになろうとしていたら、ココナッツの

実がひとつ波間を漂うのが見えた。波

に押しやられて海に沈み、岸に戻され

ては、また波にさらわれる。あのココ

ナッツは、私だ。ああやって私は、ア

ディクションという海によって人生をメ

チャクチャにされてしまったのだ。ココ

ナッツが自力で海から上がるのは不可

能だった。ココナッツを水中から助け出

すには、何者かの手が必要だった。私

が初めてハイヤーパワーと出会ったの

は、そういうことだった。 

 私には、自分がまともに生きようとし

なければ、ハイヤーパワーの助けが無

駄になるということがわかった。だが、

いつになったらまともになれるのか。ま

ともになるというのは、スピリチュアル

に目覚めるのと同じようなものだ。段

階を踏んでいくものであって、いきなり

起こるものではない。だから、私の人

生に起きている小さな変化はひとつひ

とつが交通標識であり、それがあれば

私は迷うことがない。たとえば、電気代

の請求書を引き出しに放り込んだまま

にしたりせず、きちんと支払ったこと。

たとえば、電話で行けないと言い訳を

せずに、子供たちの成績表をもらいに

学校まで行ったこと。たとえば、元に

戻って再び使うのではなく、助けを求

めて電話したこと。そうやって、これま

でできなかったことが初めてできたとき

に、私は正しい道を歩んでいるのがわ

かった。 

 そして、このような行動からはつね

に、これまでの人生がどのようなもの

であったかという事実と正面から向き

合う強さが生まれた。自分が使わなけ

ればいられなかったことも、そのせい

で生じたもろもろのできごとも、正視す

ることで辛く絶望的な思いをしなけれ

ばならないが、恐怖ではなくなった。私

は、自分がひとつひとつの状況にどの

ように関わっていたのかを理解した。

それは神もお見通しだったのだから、

神に対して認めるのは無理難題にな

るわけがない。だが、自分と同じ人間

に対して自分のしてきたことを全部認

めるためには、謙虚さがどうしても必

要になる。ここで、問題が生じた。赤の

他人に自分が一体どういう人間である

かを話すのは、まさに無理難題のよう

な気がしたのだ。それでも私はNAで手

にするはずのものをほしいと思い、行

動していくことにした。だが、実際には

私の考えとはまったく逆で、このステッ

プを踏むことで私は傷つくこともなく、

むしろほっとした。おかげで、私は自分

の欠点を善悪の面から判断してハイ

ヤーパワーにゆだねられるようになっ

た。こうして謙虚になることで、自分が

傷つけた人たちに会っても罪悪感にさ

いなまれることがなくなった。これから

自分が変わっていくことによって人とも

うまくつきあえるだろうし、支払いもきち

んと済ませることができるのだから、も

う危機的状況に陥ることはないと信じ

られるようになったからだ。 

 私は、自分が理解する神とのふれあ

いを失わないようにしている。今の私

にわかるのは、かつて人生が幸せなも

のであったころに信じていた神のこと

だ。子どもじみているが、その方がつき

あいやすい。それでうまくいっている

し、何年もクリーンでいられるのだ。 

 今になってみると、私の人生には変

化の波がいくつもあったことがわかる。

それによって私がスピリチュアルに目

覚めたのはまちがいない。それは、心

のあり方に何よりもはっきりと表れてい

る。神は約束どおり、私を人の役に

立って幸せに生きられようにしてくだ

さったので、私は感謝して生きている。

だが、この感謝の気持ちと、何もかも

がNAプログラムのおかげだという事実

は、どうやって示せばよいのか。サー

ビスを通してである。サービスをしてい

れば、忍耐、明け渡し、謙虚、健全な

判断、気づきなどの原理を実践するこ

とができる。グループでのサービスと

NAのサービス機構によって、私にはま

さに良心というものが芽生えた。そし

て、信頼されるしもべであるからにはス

テップと伝統を実践することが重要だ。

私たちはあくまでも良心やスピリチュア

ルな目覚めにもとづいて物ごとを決め

るのであって、個人的な好き嫌いで決

着をつけるのではないからだ。そのた

めにも、みんなで話し合しあったうえで

お互いが納得して決定にいたることが

大切だ。このようなやり方をしていれ

ば、私たちひとりひとりが経験するスピ

リチュアルな目覚めは、NAという仲間

の集まりの成長に貢献することができ

るのだ。 

 

マリエロス・P  

（グアテマラ／グアテマラ市） 

夜の訪問者たち  
ある夜のことだ。僕は、ミーティングが

終わって仲間を送っていくところだっ

た。雨のハイウェイを走りながら僕たち

がNAのことを話していると、なんと、一

台のバンが真横にピタッと寄せてくる

ではないか。助手席の仲間は、僕の友

達がふざけてやっているのだろうと

思ったらしいが、僕は何がおきたのか

考えることすらできなかった。 

 すると、バンの窓がするすると開き、

中の連中がこちらに向かって怒鳴っ

た。「おい、トロントのミーティング案内

の電話番号を教えてくれないか」 

「えっ、何だって」と、怒鳴り返すと、 

「トロントのミーティング案内サービス

の番号を知りたいんだよ」と怒鳴る。 

「ちょっと、待ってくれ」と言ったものの、

さすがに驚いた。 

「僕はいつも、車にミーティング・リスト

を置いてるんだ」。だが、この日にか

ぎって、置いてなかった。僕らはいった

ん、ハイウェイに車を止めた。トランク

を調べたが、そこにおいてあった地域

のミーティング・リストもやはり、前日に

家に戻してしまっていた。そこで助手席

の仲間が何人かに電話をして、やっ

と、バンの連中に番号を教えてやるこ

とができた。 

 僕らは雨の降るなかを、そのまま

ちょっと立ち話をして、写真を撮り合っ

た。こんなことって、あるんだ・・・僕は

鳥肌が立ってしまった。バンに乗って

いたのは僕らと同じアディクトと、その

父親だった。ふたりとも外国からの訪

問者である。カナダにきて、僕の車の

後ろを走っていたらバンパーのステッ

カーが目に入り、そこに「この車は、

ミーティング会場のあるところでは必ず

止まります」と書いてあったというわけ

だ。下の写真をみてほしい。NAのサー

ビスのシンボル・ステッカーが張ってあ

るだろう。このステッカーのおかげで、

僕は外国から来た仲間と出会った。し

かも、その仲間がミーティングに出られ

るように手助けまでした。まったく、ナ

ルコティクス アノニマスって、愉快なと

ころだよ。 

 

ヘンリー・W（カナダ／オンタリオ）  
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このグループは、サルプスボルグ市の中心部にある防空壕で週３回

ミーティングを開いていることから、NAサルプスボルグあるいは

NASAという愛称で呼ばれている。ミーティング会場になっている防空

壕は、市の中央バスターミナルのすぐ横。何年も前に、サプスボルグ

市長によって自助グループの利用が許可されたため、僕たちは2001

年の11月５からここでずっとミーティングを開いている。ただし、市で

は防災上の理由から施設の設備改修を行う必要があるため、その

あいだ１週間は使えない。それがなければ、月、火、土の夜には

ここで仲間に会えるんだ。 

 NAのキータグがかかっている木製のラックは、ノルウェー山脈を

かなり登ったところで見つけた木をわざわざ持ち帰って作ったも

の。メンバーのひとりが、スウェーデンのあるミーティング会場で同

じようなラックを見て、よし、自分もホームのために作ってみようと

思ったというわけだ。グループでクリーンタイムを祝うときには、タグ

を手渡す役目のメンバーがこのラックの前に立つ。ちょっと儀式めい

てるけど、それがまたいい。なにしろ、こうやってキータグが渡される

たびに、僕たちは「本当に使わないで生きられるようになったんだ」っ

てわかるからだ。そして、手渡される前には部屋を一回りするので、仲

間がそれぞれに愛と思いやりの気持ちを「込める」ことができる。 

 僕たちのグループでは、地元のアディクトに手を差し伸べるために

NASAの「ミーテング・スケジュール・カード」を作ってみたところ、実に効

果があった。生活保護課などさまざまな社会保障機関でこのカードを

手に入れたというアディクトたちが、ミーティングに来るようになった。そ

のほかにも、グループで清涼飲料水の販売と缶の回収を行っている。このリサイクルに

よる収入は「伝統７」の献金にしているが、だからといって仲間からの献金が少なくて

困っているということではない。 

 とにかく、この世で我が家に勝るものはないのだから、これからもNASAがそう思える

グループであり続けるようにみんなで一生懸命努力している。この防空壕の壁に貼って

ある小さな写真にも書いてあるが、「狭いながらも、楽しい我が家」とはよく言ったもの

だ。 

 

ペル・アクセル・L（ノルウェイ／サルプスボルグ） 

ホームグループ紹介 
 NAwayでは、さまざまなNAグループからミーティング会場の写真が送られてくるのをお

待ちしている。ミーティングの進行表や回復に関する文献、ポスター類、汚れたコーヒー

カップなど、そこが「仲間の居場所になっている」とわかるものであれば喜んで掲載させ

ていただく。ただし、集まっているメンバーがどこのだれとわかる写真はご遠慮いただき

たい。なお、写真には、グループの名称、所在地および国名はもちろん、グループがで

きてからどのくらい経つのか、ミーティングの形式はどうなっているか（スピーカーミーテ

イング、全員で分かち合うミーティング、その他）など、グループの紹介文を添えていた

だくようにお願いする。 

狭いながらも、楽しい 

「我が家」 
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サービスに 

紛れ込む 
 サービス活動をしていても、いつのまにか本来の目的からそれていたということがよくある。それは、自分

たちのしていることの意味も理由も、あっさりと忘れてしまいがちだということでもある。では、私たちは一体

だれのためにサービス活動をしているのか・・・・・・これからつながる仲間、また苦しんでいるアディクトのた

めに決まっている。とにもかくにも、NAの回復のメッセージを運ぶことこそ、私たちの本来の目的なのだ。 

 ５月にテキサスの南東部で行われた全国サービス委員会では、こんなことがあった。つながりたてのメン

バーが「偶然に」紛れ込んでいたのだ。その日、私たちはテキサス州のボーモントにある会場に早めに着

いた。ここの会場には、一目散に駆けつけたくなるようなものがあったからだ。この年に4回行われるRSC

（全国サービス委員会）のために、ボーモントエリアのサービス委員会がとびきりおいしい朝食をふるまうこ

とになっていたのである。会場に入っていくと、２０代そこそこの仲間がなんだかさえない顔をして、並べら

れたテーブルのひとつにぽつんと座っていた。これまで他のRSCで会ったおぼえがなかったので、私はこ

の仲間のところへ行って自己紹介をし、どこのASC（エリアサービス委員会）で活動しているのかと訪ねた。

すると、相手は同じように自己紹介をしたあとで、ASCって何のことだと言った。念のため、RSCに出席する

ために来たのではないのかと訪ねてみると、やはり、RSCって何のことだと言う。そこで私は、ASCとRSCが

それぞれどういうもので、今日はここで何が行われるかということを説明してから、どういういきさつでここへ

来たのかと訪ねた。それによると、仲間のひとりがこの仲間のためにミーティング案内を調べていたら、自

宅から歩いて行ける距離で午前９時からやっているミーテングがみつかった。それがここだったというわけ

だ。この仲間も、ミーティングを探してくれた仲間も、ここで行われるのはサービスミーティングであって、通

常のミーティングではないということがわかっていなかったのだ。 

 そうやってここに来たのはいいけれど、この新しい仲間はクリーンになってからまだ１日しか経っていない

というではないか。私たちは、ともかくここにじっとしているようにと言った。そうすれば朝食とランチが食べ

放題だし、使うこともない。それで、２日間はクリーンでいられるのだ。結局、この新しい仲間は午後２時ま

でいて、いったん昼寝をしに家に帰ったが、その日の夜に同じ会場で行われるミーティングに出席するため

に戻ってくるつもりでいた。私と同じ地区の地域委員がこの新しい仲間に『ベーシックテキスト』を一冊買い

与え、私も白いキータグとミーティング案内のほかにNAの出版物を何種類か進呈した。その『ベーシックテ

キスト』が会場をひとめぐりし、委員会のメンバーひとりひとりによって励ましの言葉や電話番号が添えられ

ると、この新しい仲間は涙ぐんでいた。RSCはつながりたてのメンバーが聞いていてもわかるように進めら

れた。会議であるのに笑い声や笑顔が絶えず、スピリチュアルなものが感じられることに、この新しい仲間

は驚きを隠せないでいた。そこで、私は言った。「いつもいつもこんなにスピリチュアルであるというわけじゃ

ないんだよ。でも、今日は、ここに君のような新しい仲間がいる。そのおかげで新しい仲間は君だけじゃな

いってこともわかる。だから私たちは、自分がサービスに携わるということについても、みんなでこのような

場に集まる目的についても、真剣に考えずににはいられないんだよ」。 

 この新しい仲間は、今日のRSCの参加者だけでも数百年分のクリーンタイムになるという事実に胸をつ

かれた様子で、このプログラムが生かされているのを目の当たりにするチャンスが与えられたことは、本当

にありがたいことだと言った。そして、「こういうことが本当に役立つんですね」という言葉には力がこもって

いた。その日、遅くになって私は、この新しい仲間が人の役に立とうとしているのを目にした。ホームの仲

間が車に荷物を運び込むのに手助けを必要としていたのだ。私が「一人前のサービス・ジャンキー」になる

のも時間の問題だろうと言うと、この新しい仲間はにっこり笑って「人の役に立つって、気持ちいいですから

ね」と言った。 

 そういうわけで、この５月の火曜に行われたRSCではいつになくすんなりと議事が進行したのだ。この新

しい仲間には、心から感謝しつつ、どうかこのまま歩みを止めないでいてほしいと願う。 

 

アノニマス（アメリカ合衆国／テキサス） 

サービス 
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キャンバス・バッグ —ー  

「愛をかたちにするのは、私たちだ」コロンビア 

壁に「ベーシック リビング ルーム」と書かれた部屋 —  

エリオット・L（アメリカ合衆国／ニューヨーク） 

バイクとヘルメット ——  

ウスチ・M、ポッカラまで遠乗りした帰り（ネパール） 

刺
青

し
た
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）
 

「アディクト・オン・アスファルト」と書かれたバス、バイク、テント。 

——— 中部アメリカ・ニューズレター（アメリカ合衆国／カンサス） 
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回復のサイン  
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NAワールド サービス オフィスの壁にか

かっている「NAキルト」 

— あるスペシャル ワーカーの母親による

作品（アメリカ合衆国／カリフォルニア） 

バイクのキー・タグ 「私たちの自由、私たちの責任 WSC2008」と

書かれたキャンバス・バッグ 

壁に「なぜどのように効果があるのか」と書かれているベッドルーム 

— エリオット・L（アメリカ合衆国／ニューヨーク） 

ミステリーサークル「回復しつつあるアディクトたち

と交信する」 

— デイヴ・H（アメリカ合衆国／ミシガン） 
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オピニオン 

新鮮さを失わないこと 
コンベンションのスピーカー選考の手続きついては、ここ何年にもわたり、仲間がミーティング

のあとでおしゃべりを楽しむような場でも話題になることが多くなっている。ここでは、いくつか

問題点をとりあげて検討してみたい。２年おきに発行されるカンファレンス アジェンダ レポート

の「イシュー ディスカッション トピックス」のように、この記事によって仲間の関心が高まれば、

NA全体の良心による解決策が示されていくにちがいないからだ。以下の質問は、北米で開か

れるコンベンションの半数以上で毎年同じ人がメインスピーカーを務めているという現状に対し

て、私たちが問いかけてきたものであり、実際に耳にしているものでもある。 

 

● どこに目新しさがあるのか。  回復のメッセージを運ぶのに「ふさわしい」メンバーというの

は、これだけしかいないのか。 

● なぜ、実行委員会の撰ぶスピーカーはいつも同じ顔ぶれになるのだろうか。 

● なぜ、この常連のスピーカーたちはほとんどが、同じスポンサーシップの仲間内で撰ばれ

るのか。 そして、実行委員会がやはり同じスポンサーシップのメンバーで固められるの

はなぜか。  

● ほとんどのコンベンションで、テープ、CD、MP3などがアディクトの分かち合いに欠かせな

いものとなっているのはなぜか。 

● NAのサービス活動やその他大勢のメンバーの紹介よりも、選ばれたメンバーの話を録音

したものが尊重されるのはなぜか。 

● 自分のテープをわざわざ聴かせようとすることは、NAのためになるのか。 それとも、エゴ

による行為であるため、神の意志と自分の意志とが真っ向から対立することになるのか。 

● コンベンションでスピーカーをするのは、NAへの奉仕なのか、特権なのか。 

● コンベンションがあるたびにスピーカーを頼まれるメンバーは、なぜ、あっさりと引き受け

てしまうのか。どうして、たまには他の人の話に耳を傾けてみようとしないのか。 

 

  私たちは２人ともWCNA 32 (第３２回ワールドコンベンション)のワークショップに参加し、ス

ピーカーとして分かち合う幸運に恵まれた（参加に対して、テープの押し売りはなかった）。そし

てそこにいる間に、たくさんのアディクトから新鮮でさまざまに異なる回復のメッセージを伝えて

もらった。ほとんどが初めて見るスピーカーであったが、そのメッセージはどれも私たちの心を

強く揺さぶった。だから、WCNA のワークショップでは、テープなどに録音されたものだけでな

く、NAでのサービス活動の経験や、その他大勢のNAメンバーの推薦も参考にしてスピーカー

を選んでいると聞いても、驚きはしなかった。たしかに、話し方がうまければ、聴く人はあきない

し共感もしやすい。だが、NAのメッセージの真価は、経験と力と希望が分かち合われるという

ことに尽きる。これをしっかり踏まえていなければ、どれほど意気込み、声を大にし、話し方を

磨き、くどくど述べたてようと、NAのメッセージは失われてしまうのだ。 

 もちろん、何年にもわたって常連のように分かち合ってきたスピーカーたちの回復や、そうい

うスピーカーたちの運ぶメッセージを見くびるつもりはない。あくまで、スピーカーの選び方を問

題にしているのだ。現に、私たちは２人ともどういうわけか、何年にもわたって多くのコンベン

ションで分かち合うという光栄に浴してきた。だからもうこのへんで、WCNAのようにフレッシュ

で活力のあるメッセージを伝えてくれるコンベンションが増えてもよいのではないかと思うだけ

である。ベーシック テキストには「アディクションからの回復のメッセージがシンプルで正直なも

のであれば、真意は伝わる」と書かれている。この記事が変化の声をうながし、個人より原理

が優先するという12番目の伝統を守っていく助けになれば幸いである。 

 

ジェシカ・Nならびにジェームズ・R（アメリカ合衆国／ニューヨーク）  
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ワールド サービス カンファレンス 

 ワールド サービス カンファレンス（WSC）は、会議という枠にはおさまりきれないものである。世界中のNAで問題となっている

さまざまな事柄について、NA全体の考えをひとつにしようと全世界から仲間が集まる場になっていることからも、WSCにはイベ

ントという面がある。ここで2年おきに、各国のリージョナル デリゲート（ＲＤ、代表）と、ワールド ボード、ワールド サービス オ

フィスのエグゼクティブ ディレクターが集まり、NAという仲間の集まりにとって重要な問題をとりあげながら、ひとつひとつNAの

12の伝統と概念にそって話しあう。だが、これはリージョン（アメリカ以外では一つの国がひとつのリージョンになっている）の寄

り合いなどではない。WSCで問題にされる事柄は、それぞれのリージョンで抱える問題を合わせたぐらいでは追いつかないほ

ど大きな問題なのだ。それを、世界中の仲間が集まって話しあうことで、NA全体の共通の福利がもたらされる。そのような場で

あることから、WSCにはフォーラムという面もある。つまり、ワールド サービス カンファレンス が目指しているのは、NAという集

まりを支援するものでありながら、自らのすべきことをはっきりとさせたうえで、世界に広がる ナルコティクス アノニマス 全体の

グループの良心に従って行動することなのだ。 

 

 ガイド トゥ ワールドサービス イン NA（GWSNA）のほか、2008年〜2010年のカンファレンス 

アジェンダ レポートと今回のカンファレンス アジェンダ レポートから集められた情報 

 カンファレンス アジェンダ レポート（CAR）には、リージョンとワールド ボードによる

提案と動議が収められている。いずれも、NA全体のグループの良心をまとめるに

当たってたたき台とするように示されたものであり、WSCで話し合われる議題にな

る。ここにはさらに、それぞれの動議が財政面で及ぼす影響について、ワールド 

ボードによる提言や意見が盛り込こまれている。CAR は、カンファレンスの出席者

と各リージョンに宛てて、一部ずつ郵送される。ただし、NAメンバーであれば、印刷

製本と配布のコストをもとにして値段が決まった時点で追加の何部かをWSOから入

手することもできる（今年は、USドルで8ドルになっている）。CAR にはこのほか、

ワールド サービスでよく用いられることになっている言葉をよく知らないメンバーた

ちのために、用語集が収められている。 

 

 カンファレンス アプルーバル トラック（CAT）は、カンファレンス開催に先んじて、1

月に出席者に郵送される。過去には、このような資料が全部CARに収められてい

た。それに対して、CARを、NAグループが本来すべきことやしなければならないこと

にもっと関係のあるものにしてほしいという要望があった。CATはそのような要望に

応えて生まれたものであるため、サービス、戦略的計画の立案、プロジェクトプラ

ン、予算に関する資料が盛り込まれるようになった。そしてこれを要約したものが、

CARにも収められている。 

 

 カンファレンス レポート は毎回、WSCの開催される直前に公表されるもので、こ

れを読むと重要なプロジェクトをはじめ、努力目標となっているものと達成されたも

の、新たな取り組みへの提案などについて、それぞれの進展状況がわかるように

なっている。そのほか、各国のRDによって提出されるリージョナルレポートも収めら

れていて、これを読むとそれぞれのリージョンのことがわかるようになっている。たと

えば、グループとミーティングの数、サービス活動やさまざまな課題のほか、自分た

ちだけでなく他のリージョンやワールドサービスにも有益だと思われる経験などが

書かれているからだ。さらにまた、ゾーナル フォーラム（註：いくつかのリージョンが

集まってゾーンを作る、日本はアジアパシフィックリージョンに所属している）でも、

配布用のレポートを書いて提出することがある。 
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知ってた？  

ワールド サービス カンファレンス は・・・ 
 ❖ ２年おきに開かれる。 

 ❖ 4月の最後の週に、ワールド サービス オフィス から半径75マイル 

   以内のところで開催される。 

 ❖ リージョナル デリゲートとワールド ボードのメンバー、NAWSエグゼ 

   クティブ ディレクターによって構成されている。 

 ❖ 上記の構成メンバーのほかに、ヒューマン リゾース パネルと、WSC  

   コーファシリテーターを2名まで招くことになっている。 

 ❖ 1976年に、アメリカ合衆国のカリフォルニア州ベンチュラで初めて開 

   催された。 

 ❖ オリエンテーションを兼ねたコミュニティー ビルディング セッション  

   にはじまり、これまでの課題とこれからの課題、各種報告ならびにプ 

   レゼンテーション、対話形式のワークショップ、選挙や投票による決 

   定、新しいプロジェクトの企画や案、と実に盛り沢山な内容になって 

   いる。活発な話し合いがあり、歌声や励ましがあり、そしてもちろん 

   回復のある場なのだ。 

 

第30回  ワールド サービス カンファレンス 
 

私たちの未来像 — 私たちの将来 

 

2010年4月25日〜5月1日 
アメリカ合衆国カリフォルニア州ウッドランドヒルズ 

 

現在取り組んでいるプロジェクト 

❖リビング クリーン（使わないで生きる） 

❖私たちのサービス機構 

❖回復していくなかで病に襲われたら 

❖経済的な自立 

 

 
上記のプロジェクトに関する最新情報の入手 

および 

カンファレンス アジェンダ レポートの閲覧や購入 
については 

NAのウェブサイト 

WSC関連ページをご覧ください。 

http://www.na.org/conference 

Service discussions ＠ www.na.org 
 （NAのホームページでできるサービス ディスカッション） 

 

分かち合うか、求めるか・・・ 
   サービスに関する経験と力と希望については、 

  http://dis.na.org/sevvdisc/ をご覧ください。 

  

 このページでは、サービス全般についてはもちろん、リージョナル 

サービスや、特定の事柄を目的とするサービス（各種イベント開

催、H&I、ウェブサイト運営、社会復帰支援など）についても、意見

交換ができるようになっています。 

 

こんなページも、ある・・・ 
  ニューズレター サービス ディスカッション 

  http://dis.na.org/servdisc/forumdisplay.php?f=25 

 

ご意見募集： 

 www.na.org. のサービスディスカッションページをこうやって利用

しているという実例や、あるいはこんなふうに利用できたらいいの

にという要望があれば、ぜひお聞かせください。このほか、このサ

イトに求めることや分かち合っていること、知りたいのに載っていな

いこと、そしてNAメンバーとしてサービスに関わるうえでもっとも役

立っていることについても、ｅメールをお待ちしています。 

naway@na.org. 
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作品募集中 
  
 今月は、カリフォルニアのマイク・Cによる作品を紹介しよう。マ

イクは「キータグをもじって」キャラクターを作ってくれた。ほかにも

まだ、キャラクターやアイディアを送ってくれようとしている仲間が

たくさんいるだろうから、こちらとしても締め切りは設けていない。

NAメンバーであればだれでもOKなので、いつでも気が向いたら

コミックの原稿を送っていただきたい。もちろん、コミックだけでな

く、回復に関する写真やイラストが送られてくるのも楽しみにして

いる。（ただし、仲間の写真は掲載できないことをお忘れなく）。 

 作品の提出については、3通りある。電子文書（jpg. Png. Pdf. な

ど）にして、naway@na.org宛に「NA WAY 投稿欄」／「作品募集

中」という件名で送信する。あるいは、818.700.0700, attnで「NA 

WAY 投稿欄」宛にFAXするか、PO Box 9999  Van Nuys, CA 

91409 で「NA WAY 投稿欄」宛に郵送してもよい。いずれにしろ、

提出されたものは必ず掲載に向けて検討されるため、場合に

よっては修正または編集が必要とされることもある。なお、イン

ターネットでNA Wayを読んでいる仲間はそのまま「The Authors 

Release Form」のページにリンクできるので、そこにある著作権の

譲渡に関する書類に目を通していただきたい。雑誌になったNA 

Wayを読んでいる仲間もwww.naway.org にアクセスしていただけ

れば、同じように詳しいことがわかるようになっている。 

気の合う仲間 「不幸はひとりじゃ楽しめない」 

おい、そんなところ

で何してるんだ？ 

落ち込ん

でるんだ 

どうか 

したのか？ 

 僕にはつきあう相手がいない

し、社会とのつながりもない。

飼ってた犬もいなくなった・・・ 

 ひいきのチームは負けちゃったし、世

の中は悪くなるばかりでどうにもなら

ないし、スポンサーは留守だし、僕は

退屈だし、天気もぱっとしない 

 そりゃ、 

ガックリくるな！ 

 おい、２人とも 

そんなところに出て、

何してるんだ？ 

 僕たち、 

落ち込んでるんだよ！ 
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